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夢

希 望
未 来

新世紀

第
2
3回足立の花火大会
7月26日(木)午後7時15分～8時50分

( 打ち上げ 開始 午後7 時30 分)

荒川河川敷 [ 千住新橋～西新井橋間]
※ 荒天の場合は
27日に順延

今
年
で
2
3回
目
を
迎
え
る
「
足
立
の
花
火
大
会
」。
3
部
構

成
に
よ
る
1
万
発
の
花
火
を
大
い
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
第
1
部

夜
空
の
夢
仕
掛
(
午
後
7
時
3
0分
)

▽
第
2
部

希
望
と
未
来
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
(
午
後
8
時
)

▽
第
3
部

新
世
紀
の
喝
采
(
午
後
8
時
3
0分
)

見
所
は

何
と
い
っ
て
も
第
3
部
。コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
音
楽
と
花
火
を
競

演
さ
せ
た
足
立
の
花
火
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
(
(
ナ
ビ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
)
が
お

す
す
め
。
第
2
部
で
は
3
0
0
m
の
大
ナ

イ
ア
ガ
ラ
も
あ
り
ま
す
。

押
し
寄
せ
る
多
彩
な
花
火
や
、
夜

空
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
ス
タ
ー
マ
イ

ン
、
特
に
ラ
ス
ト
は
圧
巻
で
す
。
お

見
逃
し
な
く
。

な
お
、
花
火
打
ち
上
げ
前
に
、
A
S
-
1

に
よ
る
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ

と
足
立
ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏
楽
団
の
演
奏

が
あ
り
ま
す
。
打
ち
上
げ
前
の
ひ
と

と
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

当
日
会
場
内
で
は

会
場
内
は
警
察
、
消
防
の
本
部
、

救
護
所
を
設
け
て
い
ま
す
。
緊
急
の

場
合
に
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、「
め
ぐ
り
あ
い
の
塔
」
を
設

置
し
ま
す
(
図
1
)
。
当
日
の
待
ち
合

わ
せ
の
ほ
か
、
迷
子
に
な
っ
た
と
き

の
待
ち
合
わ
せ
場
所
と
し
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
な
お
、
の
ぼ
り
旗
の
あ

る
各
ブ
ロ
ッ
ク
テ
ン
ト
に
て
個
人
協

賛
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

図1　 立入禁止区域・観覧場所等

交
通
規
制
に
ご
協
力
を

当
日
は
、
大
変
な
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
会
場
周
辺
で
は
、
午
後
6

時
か
ら
9
時
3
0分
ご
ろ
ま
で
交
通
規

制
が
行
わ
れ
、
車
両
通
行
止
め
と
な

り
ま
す
(
図
2
)
。
会
場
周
辺
に
は
駐

車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車
・
自

転
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
願
い
ま

す
。な

お
、
通
行
禁
止
区
域
内
に
お
住

ま
い
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
所
轄
の

警
察
署
で
通
行
許
可
書
を
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。

図2　交通規制案内(午後6時～9時30分ごろまで)

車
い
す
を
使
用
の
方
へ

今
年
も
車
い
す
で
の
観
覧
エ
リ
ア

を
荒
川
河
川
敷
左
岸
に
設
け
て
い
ま

す
(
図
1
)
。
千
住
新
橋
北
詰
付
近
か

ら
、
河
川
敷
ま
で
車
い
す
で
も
降
り

ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
送
迎
の
乗
用

車
等
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
、
交
通
規

制
の
た
め
用
意
で
き
ま
せ
ん
。

会
場
付
近
の
皆
さ
ん
へ

花
火
会
場
付
近
に
お
住
ま
い
の
方

は
、
危
険
物
施
設
、
特
殊
可
燃
物
貯

蔵
所
等
に
防
炎
シ
ー
ト
を
か
け
る
な

ど
、
安
全
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
花
火
が
美
し
く
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
の
消
灯

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

事
前
の
場
所
取
り
は

や
め
ま
し
ょ
う

荒
川
河
川
敷
で
シ
ー
ト
な
ど
を
敷

い
て
の
長
期
の
場
所
取
り
は
や
め
ま

し
ょ
う
。
河
川
敷
の
芝
生
が
シ
ー
ト

で
覆
わ
れ
る
と
、
蒸
れ
て
と
て
も
傷

み
ま
す
。
ま
た
、
花
火
大
会
実
施
の

た
め
の
芝
刈
り
作
業
に
も
支
障
が
出

ま
す
の
で
、
事
前
の
場
所
取
り
は
行

わ
な
い
よ
う
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
当
日
は
シ

ー
ト
を
止
め
る
た
め
の
石
や
金
具
を

残
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
観
光
協
会
事
務
局

(区
・
産
業
振
興
課
内
)

(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

かわいい名前

をつけてね

観
光
協
会
で
使
わ
れ
て
い
る
こ

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
名
前
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。
採
用
さ
れ
た
方
に

は
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。
な

お
、
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
花
火

大
会
で
は
花
火
に
な
っ
て
登
場
し

ま
す
。お
楽
し
み
に
。
応
募
方
法
=
(

ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名

前
・
そ
の
理
由
」
を
明
記

期
限
=
7

月
3
1日

応
募
・
問
先
=
足

立
区
観
光
協
会

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
I

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

伊
豆
諸
島
へ
の
観
光
旅
行
に

宿
泊
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

伊
豆
諸
島
を
支
援
す
る
た
め
、
都

の
区
市
町
村
で
は
、
伊
豆
諸
島
・
小

笠
原
諸
島
へ
宿
泊
を
伴
う
観
光
旅
行

を
す
る
都
民
(
通
勤
・
通
学
を
含
む
)

の
方
に
、
宿
泊
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。
期
間
=
7

月
1
日
～
1
4年
3

月
3
1日
(
応
募
者
が
1
0万
人
に
達

し
た
時
点
で
終
了
)

助
成
金
額
(
1

人
当
た
り
)
=

▽
旅
館
・
ホ
テ
ル
に

宿
泊
:
i
万
円
(
2

泊
以
上
で
も
同

額
)

▽
民
宿
に
宿
泊
…
6
千
円
(
2

泊
以
上
は
1
万
円
)

※
子
ど
も
(
就

学
前
児
童
)
は
半
額

助
成
方
法
=

①
各
島
の
観
光
協
会
へ
宿
泊
の
予
約

を
す
る
(
旅
行
会
社
な
ど
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
の
パ
ッ
ク
旅
行
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。
事
前
に
交
通
機
関
も
予
約

し
て
く
だ
さ
い
)

↓
②
旅
行
当
日
、

団
体
は
「
宿
泊
証
」
を
、
個
人
は

「
乗
船
券
ま
た
は
乗
船
証
明
書
」
を

宿
泊
先
に
提
出
。
清
算
時
に
助
成
金

額
を
差
し
引
い
た
金
額
を
支
払
う

(団
体
の
宿
泊
証
は
区
で
発
行
し
ま

す
の
で
、
事
前
に
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
個
人
の
乗
船
証
明
書

は
乗
船
時
に
発
券
窓
口
で
お
求
め
く

だ
さ
い
)

宿
泊
証
発
行
先
・
問
先
=

区
・
産
業
振
興
課

豐
(
3
8
8
0
)
5
8
6
3

今号の主な内容
2
・
3
面
　
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
健
康
術
/

春
の
叙
勲
・
褒
章
受
章
者

4
・
5
面
　
家
庭
で
で
き
る
ご
み
減
量
/
学
校
ア
ル
バ
ム
/

駅
め
ぐ
り

6
・
7
面
　
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
掲
示
板

8
面
　
　
　
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
全
国
強
調

月
間
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

区長へのファクス
( FAX) 3880- 5678

「区民の 声」を

お待ちしています

◎ 区の木…さくら　/ 区の花…チューリップ 　
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

タ
ン
ク
水
の
水
質
検
査

受
水
タ
ン
ク
(
受
水
槽
)
を
経
由

し
た
水
の
簡
易
検
査
(
項
目
は
残
留

塩
素
濃
度
と
鉄
分
)
と
飲
み
水
に
つ

い
て
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

※
検
査
を
希
望
す
る
方
は
、
蛇
口
か

ら
数
分
間
流
し
た
後
、
よ
く
洗
っ
た

容
器
に
水
を
2
0
0
∝
(
牛
乳
び
ん
1
本

分
)
程
度
入
れ
て
時
間
を
置
か
ず
、

す
ぐ
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
日
時
=

7
月
1
0
日
～
8
月
3
1
日
(
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
)
、
午
前
9
時
～
午
後

5
時

対
象
=

区
内
受
水
槽
所
有

者
・
管
理
者

費
用
=
無
料

申
込
=

直
接
会
場
へ

場
・
申
・
問
先
=

足
立
保
健
所
住
居
衛
生
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
7
5

食
と
健
康
教
室

「
し
っ
か
り
食
べ
て

ダ
イ
エ
ッ
ト
」
(
2日
制
)

日
時
=
7
月
1
7日
囚
・
2
3日
側
、
い

ず
れ
も
午
前
1
0時
～
正
午

対
象
=

健
康
的
に
体
重
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

た
い
方

内
容
―
▽
1
日
目
…
プ
ラ

ス
思
考
で
や
せ
る
食
生
活
術
ほ
か

▽
2
日
目
・
:
気
軽
に
で
き
る
ス
ト
レ

ッ
チ
体
操

定
員
=
3
0
人
(
先
着

順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
東
和
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
保
健
栄
養
係

啻
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

「
親
子
で
守
ろ
う
!
永
久
歯
」

～
夏
休
み
親
子
体
験
教
室
～

歯
の
健
康
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
、

夏
休
み
の
自
由
研
究
と
し
て
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
時
=
7

月
2
6
日
困
、
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

3
0
分
対
象
=
5
歳
～
7
歳
く
ら
い

ま
で
の
親
子

内
容
=
囗
の
中
の
写

真
撮
影
/
囗
の
中
の
細
菌
を
見
4
/

ジ
ュ
ー
ス
の
砂
糖
量
ク
イ
ズ
/
噛
み

ご
た
え
ク
イ
ズ
/
歯
垢
の
染
め
出
し

定
員
=
2
0組
(
先
着
順
)

費
用
=

無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問

先
=
千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

a
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

「
子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ
」

食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
一
緒
に

楽
し
く
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時
=
7
月
2
7日
圉
、
午
後
2
時
～
4

時

場
所
=
エ
ル

ー
ソ
フ
イ
ア

対

象
=
小
学
4
年
生
か
ら
中
学
生

内

容
=
何
を
ど
れ
だ
け
食
べ
た
ら
い
い

の
/
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
簡
単
な
料
理

実
習

定
員
=
1
2
人
(
先
着
順
)

費
用
=
3
0
0円(
材
料
費
)

持
ち
物
=

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
ふ
き

ん
、
筆
記
用
具

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
保
健
栄
養
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
5
5

ご
存
知
で
す
か

身
体
障
害
者
・
愛
の
手
帳

・
身
体
障
害
者
手
帳

体
の
不
自
由
な
方
が
、
各
種
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
必
要

な
手
帳
で
す
。
障
害
(
視
覚
、
聴

覚
、
平
衡
機
能
、
音
声
、
言
語
、
そ

し
ゃ
く
機
能
、
肢
体
不
自
由
、
心

臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ

う
、
直
腸
、
小
腸
、
免
疫
機
能
)
の

程
度
に
よ
り
、
I
～
6
級
の
等
級
が

あ
り
ま
す
。手
帳
の
交
付
に
必
要
な

診
断
書
用
紙
は
各
福
祉
事
務
所
に
あ

り
ま
す
。

な
お
、
手
帳
取
得
後
は
、
補
装

具
、
日
常
生
活
用
具
な
ど
の
給
付
の

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

申
・
問

先
=
各
福
祉
事
務
所
(
表
I
)

・
愛
の
手
帳

知
的
発
達
障
害
者
(
児
)
の
方
が

各
種
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た

め
に
必
要
な
手
帳
で
す
。
障
害
の
程

度
で
I
～
4
度
の
等
級
が
あ
り
ま

す
。

申
・
問
先
=
▽
1
8歳
以
上
の

方
…
都
・
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー

啻
(
3
2
0
3
)
6
1
4
1

▽
1
8歳
未
満
の
方
・
:都
・
足
立
児
童

相
談
所

g
(
3
8
5
4
)
1
1
8
1

手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
次
の
場

合
は
必
ず
福
祉
事
務
所
へ
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

住
所
が
変
わ
っ

た
と
き
/
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
/

死
亡
し
た
と
き
/
手
帳
を
紛
失
・
破

損
し
た
と
き

問
先
=
各
福
祉
事
務

所
(
表
I
)

在
宅
の

重
度
心
身
障
害
者
(
児
)
の
方
へ

・
日
常
生
活
用
具
の
給
付

対
象
=
3
歳
以
上
(
品
目
に
よ
っ
て

は
年
齢
制
限
や
障
害
部
位
の
指
定
が

あ
り
ま
す
)

品
目
=
浴
槽
/
湯
沸

器
/
入
浴
担
架
/
入
浴
補
助
用
具
/

移
動
用
リ
フ
ト
ノ
歩
行
支
援
用
具
/

便
器
/
特
殊
便
器
な
ど
4
6品
目

蚕
住
宅
設
備
改
善
費
の
助
成

対
象
=
種
目
に
よ
り
、
主
に
6
歳
以

上
で
、
下
肢
、
体
幹
、
車
い
す
の
交

付
を
受
け
た
内
部
障
害
の
あ
る
方
な

ど

種
目
=
浴
場
/
便
所
/
玄
関
/

居
室
/
台
所
/
屋
内
移
動
設
備

-

い
ず
れ
も
I

介
護
保
険
法
か
ら
給
付
を
受
け
ら

れ
る
も
の
は
介
護
保
険
が
優
先
し
、

所
得
に
応
じ
た
一
定
の
自
己
負
担
が

あ
り
ま
す
。

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

所
得
に
応
じ
た
費
用
の
負
担
が
あ

り
ま
す
。

対
象
=
独
立
し
て
日
常

生
活
を
営
む
の
に
支
障
の
あ
る
重
度

の
心
身
障
害
者
(
児
)
が
い
る
家
庭

で
、
家
事
・
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
を
必

要
と
す
る
場
合
(
た
だ
し
介
護
保
険

対
象
者
を
除
く
)

内
容
=
食
事
の

世
話
/
衣
類
の
洗
濯
、
補
修
/
住
居

の
掃
除
、
整
理
整
と
ん
/
身
の
回
り

の
世
話
/
生
活
必
需
品
の
買
い
物
/

医
療
機
関
と
の
連
絡
/
通
院
介
助
/

官
公
署
等
の
手
続
き
代
行
な
ど
派

遣
時
間
=
週
2
4
時
間
を
限
度
と
し
て

調
査
の
ゝ
?
兀
派
遣
派
遣
時
間
帯
=

午
前
8

時
～
午
後
6

時

※
た
だ

し
、
食
事
・
排
せ
つ
・
通
院
・
着
替

え
の
介
助
な
ど
特
別
の
必
要
が
あ
る

場
合
は
、
夜
間
や
深
夜
(
2
4
時
間
巡

回
型
)

、
早
朝
の
派
遣
も
利
用
で
き

ま
す

I

い
ず
れ
も
I

申
・
問
先
=
各
福
祉
事
務
所
(
表
I
)

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

対
象
=
児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当

の
み
は
除
く
)
受
給
者
で
、
小
学
生

以
下
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
ひ
と

り
親
家
庭
内
容
=
親
ま
た
は
小
学

生
以
下
の
子
ど
も
が
病
気
や
ケ
ガ
な

ど
の
と
き
、
家
事
や
育
児
を
手
伝
う

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
(
長
期
疾

病
・
入
院
な
ど
は
対
象
外
)
/
一
度

の
申
請
で
3
回
以
内
、
年
間
2
0
回
ま

で
/
午
前
7
時
～
午
後
7
時
の
間
で

連
続
8
時
間
ま
た
は
4
時
間
を
1
回

と
す
る

申
込
=
診
察
券
な
ど
の
疾

病
等
を
証
明
で
き
る
も
の
と
印
鑑
を

持
参
し
介
護
券
を
申
請
(
緊
急
の
場

合
は
電
話
で
も
可
)

・
ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム

熱
川
、
軽
井
沢
な
ど
1
0力
所
の
国

民
宿
舎
と
区
施
設
の
保
養
所
・
校
外

施
設
(
上
総
湊
健
康
学
園
は
除
く
)
・

野
外
活
動
施
設
8
ヵ
所
を
低
額
な
料

金
で
利
用
で
き
ま
す
。

※
年
度
内

国
民
宿
舎
と
区
施
設
と
の
合
計
で
2

泊
ま
で
利
用
可

対
象
=
母
子
ま
た

は
父
子
家
庭
の
方
で
児
童
育
成
手
当

受
給
者
の
方

助
成
限
度
額
=

▽
国

民
宿
舎
:
i
泊
に
つ
き
大
人
6
千
4
9
0

円
、
小
人
(
3

歳
～
小
学
生
)
5
千
7
7
0

円

▽
区
施
設
…
I
泊
に
つ
き
保

養
所
は
大
人
5
千
3
3
0円

、
小
人
(
3

歳
～
小
学
生
)
2
千
9
3
0円
、
教
育
・

野
外
施
設
は
大
人
3
千
4
0
0円
、
小
人

(
3
歳
～
中
学
生
)
千
7
0
0円

※
い

ず
れ
も
限
度
額
を
超
え
る
宿
泊
料
金

な
ど
は
自
己
負
担

申
込
=
▽
国
民

宿
舎
…
各
施
設
へ
直
接
予
約
(
必
ず

足
立
区
ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム

利
用
と
告
げ
て
、
料
金
な
ど
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
)

。
予
約
後
、
ひ
と

り
親
家
庭
支
援
係
ま
た
は
各
福
祉
事

務
所
の
窓
口
で
、
利
用
券
を
申
請

▽
区
の
施
設
・
:生
涯
学
習
振
興
公
社

の
各
施
設
で
販
売
す
る
申
込
(
ガ
キ

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
申
し
込

み
。
利
用
予
約
手
続
後
、
ひ
と
り
親

家
庭
支
援
係
に
「
宿
泊
者
証
明
願

い
」
の
用
紙
を
電
話
で
請
求

※
い

ず
れ
も
児
童
扶
養
手
当
証
書
・
児
童

育
成
手
当
支
払
通
知
書
な
ど
、
ひ
と

り
親
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も

の
と
印
鑑
を
持
参

-

い
ず
れ
も
I

申
・
問
先
=
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

ま
た
は
各
福
祉
事
務
所
(
表
I
)

・
医
療
費
の
助
成

保
険
診
療
に
よ
る
医
療
費
の
自
己

負
担
分
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
該

当
す
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い

(所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
)

。

対

象
=
区
内
に
住
所
が
あ
り
、
国
保
や

社
会
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
の
加
入

者
で
、
次
に
あ
て
は
ま
る
児
童
(
1
8

歳
に
な
っ
た
年
の
年
度
末
ま
で
、
2
0

歳
未
満
で
中
程
度
以
上
の
障
害
の
あ

る
児
童
を
含
む
)
と
、
そ
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
:

交
母
が
離
婚
/
父
ま
た
は
母
が
死

亡
ま
た
は
重
度
障
害
ま
た
は
法
令
に

よ
り
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
/

父
が
い
な
い
(
婚
姻
に
よ
ら
ず
生
ま

れ
た
児
童
で
父
の
扶
養
が
な
い
)

※
生
活
保
護
受
給
者
、
児
童
福
祉
施

設
入
所
者
の
方
は
除
く

申
・
問
先
=

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
係

日
(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

表1　 福祉事務所一覧

※ 電話番号はおかけ間違いのないようにお願いします

▽
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
7
月
1
1日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

家庭での
食中毒に
ご注意を

食
中
毒
が
急
に
多
く
な
る
季
節
で

す
。
台
所
で
は
次
の
点
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

①
生
肉
を
ま
な
板
で
調
理
す
る
と
き

は
、
厚
手
の
紙
を
敷
く
な
ど
、
直
接

ま
な
板
に
の
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

②
レ
バ
刺
し
、
ユ
ッ
ケ
は
も
ち
ろ

ん
、
鶏
肉
の
生
食
は
や
め
ま
し
よ

③
マ
ク
ロ
、
カ
ニ
、
エ
ビ
、
タ
コ
、

イ
カ
、
貝
類
な
ど
、
刺
身
を
購
入
し

た
ら
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
へ
。
食
べ
る
と

き
は
冷
た
い
う
ち
に
食
べ
ま
し
よ

④
卵
を
生
で
食
べ
る
と
き
に
は
、
期

限
内
の
新
鮮
な
も
の
を
。
直
前
に
割

っ
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

⑤
い
つ
作
っ
た
か
忘
れ
た
よ
う
な
も

の
は
、
迷
わ
ず
捨
て
ま
し
ょ
う
。

問
先
=
足
立
保
健
所
食
品
保
健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
6
3

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

大
正
時
代
の
解
放
運
動

「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
時
代

に
は
、
民
主
主
義
の
気
運
が
高
ま
る

一
方
で
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る

物
価
高
騰
の
影
響
も
あ
っ
て
、
労
働

運
動
な
ど
の
社
会
運
動
が
盛
ん
に
な

り
ま
し
た
。

1
9
1
8
年
(
大
正
7
年
)
に
富

山
県
で
起
き
た
米
騒
動
は
ま
た
た
く

間
に
全
国
に
広
が
り
、
被
差
別
部
落

の
人
々
も
多
く
参
加
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
、
政
府
は
取
り
締
ま
り
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
暴
動
は

被
差
別
部
落
の
人
々
が
中
心
だ
か
ら

利
用
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
と
事
実
に

反
す
る
声
明
を
出
し
ま
し
た
。

被
差
別
部
落
の
人
々
は
、
米
騒
動

を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
団
結
に

よ
る
大
衆
運
動
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。
同
時
に
、
融
和
的
な
考
え
方

や
政
策
で
は
同
和
問
題
が
解
決
し
な

い
こ
と
を
自
覚
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
団
結
し
て
自
分
た

ち
の
力
で
、
差
別
を
な
く
そ
う
と
す

る
考
え
方
が
強
ま
り
ま
し
た
。

自
分
一
人
で
は
何
も
で
き
な
い
、

と
い
う
と
こ
ろ
で
止
ま
っ
て
い
て

は
、
一
歩
も
前
に
進
み
ま
せ
ん
。
差

別
解
消
に
は
、
家
庭
や
学
校
、
地
域

な
ど
が
協
力
し
て
、
差
別
を
許
さ
な

い
心
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
重

要
な
の
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
同
和

対
策
へ

◎ 6 月25日号で掲載したコモディイイダ鹿浜店での献血は7 月26日(木)から7 月27日(金)に変更になりました。《衛生管理課》
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児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当

の
現
況
届
は
お
済
み
で
す
か

児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当
を
現

在
受
給
中
の
方
へ
、
6
月
上
旬
に
現

況
届
を
送
付
し
ま
し
た
。
ま
だ
提
出

さ
れ
て
い
な
い
方
は
至
急
お
送
り
く

だ
さ
い
。
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い

と
、
受
給
資
格
の
確
認
が
で
き
な
い

た
め
、
6
月
分
か
ら
の
支
給
が
停
止

さ
れ
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。
問

先
=

▽
児
童
手
当
・
:児
童
給
付
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

▽
児
童
育
成
手
当
・
:ひ
と
り
親
家
庭

支
援
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

介
護
保
険
制
度
説
明
会

介
護
保
険
の
利
用
の
仕
方
や
サ
ー

ビ
ス
の
種
類
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と

い
ケ
方
へ
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

ま
す
。
日
程
=
表
2

申
込
=
当

日
直
接
会
場
へ

※
当
日
個
別
相
談

も
お
受
け
し
ま
す

こ
の
ほ
か
に
、
町
会
・
自
治
会
、

有
志
の
方
々
な
ど
で
勉
強
会
を
開
催

し
た
い
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
問
先
=
介
護
保
険
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8
7

表2　 介護保険制度説明会日程

※ いずれも時間は、午後2時～4時

介
護
保
険
の
お
し
ら
せ

・
介
護
保
険
料
の
決
定
通
知
書
を
お

送
り
し
ま
す

6
5歳
以
上
の
方
の
「
介
護
保
険
料

決
定
通
知
書
」
を
7
月
1
0日
に
発
送

し
て
い
ま
す
。
1
3年
度
住
民
税
の
確

定
に
伴
い
、
今
年
度
の
介
護
保
険
料

が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
決
定
通
知

書
と
7
月
～
来
年
3
月
分
ま
で
の
納

付
書
を
同
封
し
ま
す
。
ま
た
、
年
金

天
引
き
(
特
別
徴
収
)
さ
れ
る
方
へ

は
通
知
書
の
み
を
お
送
り
し
ま
す
(

今
年
1
0月
か
ら
新
た
に
年
金
天
引

き
が
開
始
さ
れ
る
方
へ
は
7
月
～
9

月
分
の
納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す
)
。

・

増
減
の
調
整
は
7
月
～
来
年
3
月

の
間
で
行
い
ま
す

今
回
の
再
計
算
に
伴
い
保
険
料
額

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
7
月
～

来
年
3
月
の
間
で
増
減
を
調
整
し
ま

す
。
年
金
天
引
き
の
方
は
、
原
則
と

し
て
1
0月
・
1
2月
・
2
月
支
払
い
分

で
増
減
を
調
整
し
ま
す
。

・
介
護
保
険
料
は
5
段
階
に
分
か
れ

て
い
ま
す

6
5歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

は
、
ご
本
人
の
所
得
や
4
月
1
日
現

在
の
同
居
家
族
の
住
民
税
課
税
状
況

に
応
じ
て
5
段
階
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
収
入
4
1告
の
や
り
直
し
な
ど
に

よ
っ
て
年
度
途
中
で
住
民
税
や
所
得

金
額
な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
、
保
険
料
も
変
わ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

・
9

月
ま
で
は
半
額
に
軽
減
、
1
0月

か
ら
本
来
の
額
に
な
り
ま
す

1
3年
度
保
険
料
の
う
ち
4
月
か
ら
9

月
ま
で
は
、
国
の
特
別
対
策
で
本

来
の
保
険
料
の
半
額
に
軽
減
さ
れ
て

い
ま
す
。
1
0月
か
ら
は
本
来
の
保
険

料
額
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
保
険
料
・
利
用
料
の
支
払
い
が
困

難
な
方
へ

生
活
が
苦
し
く
、
介
護
保
険
料
や

利
用
料
の
段
階
を
引
き
下
げ
れ
ば
生

活
が
維
持
で
き
る
と
い
ヶ
場
合
や
、

資
産
な
ど
を
活
用
し
て
も
保
険
料
や

利
用
料
の
支
払
い
の
た
め
生
活
が
困

窮
す
る
場
合
は
、
管
轄
の
福
祉
事
務

所
(
表
1
)
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
保
険
料
の
減
免

災
害
に
あ
っ
た
り
事
業
が
倒
産
し

た
な
ど
で
一
時
的
に
収
入
が
極
端
に

少
な
く
な
り
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な

い
と
き
は
、
そ
の
事
情
に
よ
り
6
ヵ

月
を
限
度
に
減
額
免
除
で
き
ま
す
。

事
前
に
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
通
常
の
低
収
入
な
ど
に
よ
る
場

合
は
該
当
し
ま
せ
ん

I

い
ず
れ
も
I

問
先
=
介
護
保
険
課
資
格
賦
課
係

区
立
保
育
園

非
常
勤
職
員
・

パ
ー
ト
登
録
者
募
集

・
保
育
園
調
理
(
非
常
勤
職
員
)

採
用
予
定
=
8
月
1
日

対
象
=
栄

養
士
ま
た
は
調
理
師
資
格
を
持
つ
昭

和
1
6年
4
月
2
日
～
昭
和
5
7年
4
月
1

日
生
ま
れ
の
方

内
容
=
区
立
保

育
園
の
給
食
調
理

勤
務
条
件
=
週
4

日
(
週
2
4時
間
ま
た
は
3
0時
間
)

定
員
=
1
人

報
酬
=
月
額
1
3万
4

千
円
ま
た
は
1
6万
8
千
円

※
賞
与

な
し
I
雇
用
期
間
=
1

年
(
成
績
を

考
慮
の
う
え
更
新
可
)

面
接
日
=
7

月
2
3日
予
定
(
一
次
選
考
合
格
者

の
み
)

申
込
=
履
歴
書
(
自
筆
・
写

真
貼
付
)
を
郵
送
ま
た
は
持
参

※

申
込
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

期
限
=
7

月
1
7日
必
着

蚕
保
育
園
パ
ー
ト
職
員
登
録
者

保
育
園
の
保
育
・
調
理
・
用
務
業

務
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
の
登
録
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
勤
務
時
間

=
1
日
2
～
8
時
間
(
保
育
園
に
て

指
定
)

採
用
=
欠
員
が
あ
り
次
第

連
絡

時
給
=
勤
務
時
間
帯
に
よ
り
8
2
0

円
、
8
7
0円
、
9
2
0円

申
込
=
電
話
(

随
時
募
集
)

-

い
ず
れ
も
I

申
・
問
先
=
児
童
調
整
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

g
(
3
8
8
0
)
5
8
7
2

ワ
ン
ポ
イ
ント

健
康
術

～姿勢を矯正しましょう( 3) ～

肩甲骨を正常な位置に保つことは、姿勢を良く
し、肩の動きを滑らかにします。今回は、肩甲骨
周辺の筋肉をほぐすことで、肩こりゃ四十肩など
の痛みの解消にもつながるエクササイズを紹介し
ます。

①両ひざを立てて仰向けになる。
ひじを伸ばして、手のひらを天
井に向ける
( このとき肩甲骨は引き寄せる)

②手のひらで天井を押すようなイ
メージで腕を伸ばす
( 肩甲骨同士を引き離す)

③ゆっくり元に戻しリラックス※ 3～5回程度繰り返す

◎ 応用編
慣れてきたら、起き上がった状態
で行ってみましょう

※肩の力は抜く

《体育振興担当課 　3859- 3422　協力: 生涯学習振興公社》

新しい保育施設

認証保育所

認
証
保
育
所
と
は
、
多
様
化
し
て

い
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
す

る
都
市
型
の
保
育
所
で
す
。
都
が
基

準
を
定
め
、
都
市
の
保
育
に
適
し
た

民
間
の
事
業
者
が
運
営
す
る
保
育
所

で
、
基
準
を
満
た
し
た
も
の
を
認
証

す
る
制
度
で
す
。低
年
齢
児
の
定
員

を
多
く
し
た
り
、
1
3時
間
以
上
の
開

所
を
行
う
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま

す
。区

内
で
は
、
こ
の
制
度
を
有
効
に

活
用
し
、
8
月
以
降
か
ら
こ
の
認
証

保
育
所
を
開
設
す
べ
く
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

入
園
す
る
児
童
の
申
し
込
み
方
法

や
保
育
料
は
認
証
保
育
所
が
定
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
=
保
育
振
興
係

足
立
区
訪
問
介
護
員

養
成
研
修

2
級
1
3
0時
間
(
夜
間
コ
ー
ス
)

日
時
―
▽
講
義
・
:
8
月
2
7
日
～
1
0
月

1
1
日
の
月
～
金
曜
日
と
1
1
月
8
日
、

午
後
6
時
～
1
0
時
▽
実
習
…
1
0
月

1
2
日
～
1
1
月
6
日
の
う
ち
4
日
間

(昼
間
)

対
象
=
訪
問
介
護
員
と
し

て
働
く
意
志
の
あ
る
方
お
よ
び
既
に

働
い
て
い
る
方
で
、
全
日
程
出
席
で

き
る
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

定
員

=
4
0人
(
抽
選
)

費
用
=
1
万
5
千
4
0
0

円

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
職
業
、
電
話

番
号
、生
年
月
日
、「
訪
問
介
護
員
養

成
研
修
受
講
希
望
」
を
明
記

※
複

数
応
募
は
無
効

期
限
1
7
月
2
4日

必
着

公
開
抽
選
=
7
月
3
0日
午
前
1
0

時
(
出
席
の
義
務
は
な
し
)
、結
果

は
全
員
に
通
知

場
・
申
先
=
福
寿

会

〒
1
2
3・0
8
5
1

梅
田
7
-
1
8
-
1
1

啻
(
5
6
8
1
)
5
0
0
7

問
先
=
高
齢
計
画
課
計
画
推
進
係
　

a
(
3
8
8
0
)
5
2
6
4

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

別
館
貸
出
室
の

受
付
を
開
始
し
ま
す

現
在
整
備
工
事
中
の
「
こ
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
」
別
館
、
地
域
活

動
室
な
ど
の
貸
し
出
し
を
開
始
し
ま

す
。
貸
出
室
名
等
=
表
3

貸
出

開
始
=
9

月
1
日

▽
申
込
方
法
=
毎
月
1
日
、
午
前
1
0

時
か
ら
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

で
、
翌
月
1
日
～
末
日
分
の
予
約
抽

選
を
行
い
ま
す

▽
9
月
の
申
込
方
法
=
8

月
1

日

團
、
午
前
1
0時
か
ら
、
別
館
2
階
、

地
域
活
動
室
で
受
け
付
け
・
抽
選
し

ま
す
(
来
館
者
の
み
)

▽
抽
選
後
の
空
き
室
申
込
=
受
付
開

始
日
の
午
後
1
時
か
ら
、
窓
口
ま
た

は
電
話
で
受
付
(
受
付
時
間
=
午
前

9
時
～
午
後
5
時
)
申
先
=
こ
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
6
0
6
)
2
2
2

《χり

利
用
制
限
=
営
利
活
動
を
目
的
と
し

た
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
貸

出
施
設
内
で
の
飲
食
は
禁
止
で
す

I

い
ず
れ
も
I

問
先
=
子
育
て
支
援
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
6
6

表3　 こども家庭支援センタ一別館施設利用案内( 所在地: 東綾瀬1 一5- 17　 旧生涯学習館)

平
成
1
3年
春
の
叙
勲
・
褒
章

区
関
係
で
1
5人
が
受
章

平
成
1
3年
春
の
叙
勲
・
褒
章
の
受

章
者
が
発
表
さ
れ
、
区
関
係
で
1
5人

の
方
が
晴
れ
て
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
区
で
は
7
月
3
日
に

受
章
者
を
招
き
、
永
年
に
わ
た
る
社

会
へ
の
功
労
に
対
し
感
謝
し
、
祝
福

し
ま
し
た
。
今
回
の
受
章
者
は
、
次

の
方
々
で
す
(
敬
称
略
)
。

・

叙
勲
受
章
者

▽
勲
四
等
旭
日
小
綬
章
…
新
井
茂
雄
(
7
0
)

▽
勲
四
等
瑞
宝
章
…
安
達
正

興
(
7
7
)・
中
山
君
雄
(
7
0
)

▽
勲

五
等
双
光
旭
日
章
・
:松
田
猛
(
7
6
)・

森

明
(
7
5
)
▽
勲
五
等
宝
冠
章
…

阿
比
留
初
代
(
7
5
)
▽
勲
五
等
瑞
宝

章
・
:加
藤
佳
正
(
7
5
)
▽
勲
六
等
単

光
旭
日
章
・
:加
藤
森
藏
(
7
2
)・
佐
藤

巌
(
6
1
)・

橋
満
(
7
6
)

▽
勲
六

等
瑞
宝
章
:
兪
島
千
枝
子
(
7
1
)

・
褒
章
受
章
者

▽
黄
綬
褒
章
・
:
桐
谷
儀
夫
(
8
2
)・

平
野
哲
男
(
7
6
)
▽
藍
綬
褒
章
…
内

村
豊
子
(
7
3
)・
小
菅
茂
(
7
2
)

《
総
務
係
》
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スリムで豊かな
暮らしをめざそう

家 庭 で で き る ご み 減 量

ご
み
を
減
ら
す
こ
と
、

そ
れ
は
地
球
を
い
た
わ
る
こ
と
で
す

毎
日
の
生
活
を
見
直
す
と
、
ま
だ
ま
だ

ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
刀

そ
y
w
`
べ

』み
を
出
さ
な
い
工
夫
と
{

可
燃
ご
み
、
不
燃
ご
み
、
資
源
の
分
別

を
き
澹
J
ぜ
す
る
こ
と
で
す
。

心

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
こ
と
でヽ

資
源
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
X
い
ぺ

家
庭
で
で
き
る
、
ご
み
減
旦
Eい
ご
協

力

く
だ
さ
い
。

曷

集
団
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

集
団
回
収
と
は
、
家
庭
か
ら

出
る
大
切
な
資
源
(
新
聞
・
雑

誌
・
空
き
缶
等
)
を
町
会
・
自

治
会
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
で
日
時

や
場
所
を
決
め
て
回
収
し
資
源

回
収
業
者
に
引
き
渡
す
方
法
で

す
。集

団
回
収
を
行
う
と
、
回
収

量
に
応
じ
て
I

あ
た
り
6
円

の
報
奨
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
る
た
め
の
、
懇
親
会
や

こ
ど
も
会
の
行
事
な
ど
に
、
こ

の
報
奨
金
が
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。集

団
回
収
量
は
前
年
に
比
べ

て
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

回
収
量
が
減
少
す
れ
ば
、
区
で

の
回
収
量
の
増
加
に
つ
な
が

り
、
経
費
が
大
幅
に
か
か
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

集
団
回
収
は
、
ご
み
を
減
量

し
資
源
を
有
効
活
用
す
る
、
効

果
的
で
優
れ
た
リ
サ
イ
ク
ル
シ

ス
テ
ム
で
す
。

今
後
は
、
集
団
回
収
に
も
っ

と
多
く
の
方
に
参
加
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
未
登
録
団
体
が
多

い
地
域
や
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
で
説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど

協
力
を
お
願
い
す
る
予
定
で

す
。

問
先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
事

業
係啻

(
3
8
8
0
)
5
8
6
2

許
さ
な
い
!
不
法
投
棄

守
ろ
う
!
生
活
環
境

不
法
投
棄
は
、

廃
棄
物
処
理
法
違
反
で
す

不
法
投
棄
を
し
た
場
合
に
は
、
5

年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
1
千
万
円

以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
そ
の
両
方
が

科
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
を
実
施
中

区
で
は
、
不
法
投
棄
が
多
発
す
る

場
所
や
、
不
法
投
棄
さ
れ
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
所
の
夜
間
監
視
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
の
な
い

き
れ
い
な
ま
ち
足
立

を
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

不
法
投
棄
は
皆
さ
ん
の
大
切
な
生

活
環
境
を
壊
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら
、
清
掃

課
ま
た
は
足
立
東
・
西
清
掃
事
務
所

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

不
法
投
棄
撲
滅
に
は
区
民
の
皆
さ

ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

Q: なぜ水分を切らなけれ
ばならないの?

A: ごみ袋の水分を切ること
により、ごみの重量を減らす
ことができます。また、水分

が多いとごみの腐敗を早め、
周辺の環境衛生を悪化させる
原因になります。水分は可能
な限り切るように努めてくだ
さい。

Q: ごみはいつ出せば良い
の?

A: ごみの収集にあたっては、
可能な限り定時収集に努めてい
ますが、作業の都合により収集
時間が前後する場合がありま
す。ごみは、定められた収集曜
日の朝8 時までに、定められた
集積所に出してください。収集
残しの原因となりますので必ず
守ってください。

Q: カラスや猫によるごみの散乱を、防
止するにはどうしたら良いの?

A: 一番良い方法は、ふた付き容器を使用す
る方法です。しかし容器は収集後に引き取ら
なければなりません。推奨袋などにより出さ
れるごみについては、袋の囗をしっかりしば
って出してください。また、自主管理を条件
として「防鳥ネット」の貸し出しを行ってい
ます。 くわしくは管轄の清掃事務所にお問

い合わせください。

Q: 刃物や串類を出すには
どうしたら良いの?

A: 刃物や竹串などは、刃や
とがった部分を硬いもので包
むなどの工夫をして出すよう
にしてください。
そうすることで、袋から突

き出るなどの危険が防止でき
ます。

Q: 危険物や処理困難物を
処理するにはどうしたら良
いの?

A: ①危険物… バッテリー・薬
品類・金属粉末・灯油・ガソリン・
塗料・廃油・マッチ・花火・ガ
スボンベ・ライター これらの
物は大変危険です。家庭でよく
使われる卓上ガスボンベやガス
ライターなどは、使い切ってか
ら出してください。

噐処理困難な物… オートバイ・
タイヤ・ピアノ・耐火金庫・消
火器・石や土・排出溝などの汚
泥
これらのものは、処理できま
せんのでメーカーまたは専門の
処理業者に処理を依頼してくだ
さい。または、管轄の清掃事務
所にお問い合わせください。

Q: 一時に大量のごみを出
す場合には、どうしたら良
いの?

A: 一時に大量にごみが出た
場合は、収集計画に大きく影
響がでます。この場合には、
必ず事前にご相談ください。
また、たとえ家庭ごみと言え
ども「一時に大量に出される
場合」には有料となり所定の
手数料がかかります。

7 月1日発行のあだち広 報ズームアップ で

は、すでにお知らせしていますが、今号と7月25

日号の3回で、ごみ問題を特集します。

お問い合わせは
足立東清掃事務所

3889- 0711
足立西清掃事務所

3853- 2141
清掃課 　3880- 5301

お母さんの知恵
「大切なのは最後まで使い切ること」

生
活
学
校
お
よ
び
消
費
者
友
の
会

会
員
の
上
岡
正
江
さ
ん
(
関
原
二
丁

目
)
に
、
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

毎
日
の
食
事
の
支
度
で
出
る
ご
み

も
、
調
理
の
仕
方
で
減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
大
根
や
カ
ブ
な
ど
葉
が

つ
い
て
い
る
も
の
は
、
刻
ん
で
み
そ

汁
の
具
に
加
え
た
り
、
漬
物
に
し
ま

す
。
果
物
の
皮
は
干
し
て
食
べ
る
こ

と
も
で
き
る
ん
で
す
よ
。
使
い
切
れ

な
い
食
材
は
、
ま
め
に
冷
凍
保
存
を

し
て
お
き
、
と
き
ど
き
冷
蔵
庫
の
点

検
し
て
、
無
駄
な
く
使
う
よ
う
に
し

た
い
で
す
ね
。

ま
た
、
衣
類
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
着

ま
わ
す
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

古
く
な
っ
た
下
着
な
ど
は
、
ぞ
う
き

ん
に
な
り
ま
す
。

最
近
、
核
家
族
化
か
進
み
ま
し
た

が
、
親
か
ら
子
へ
、
ご
み
を
減
ら
す

工
夫
や
ご
み
を
正
し
く
出
す
マ
ナ
ー

を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
、
よ
り
よ

い
環
境
を
次
の
世
代
に
残
せ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

I
T
講
習
会

初
心
者
向
け

パ
ソ
コ
ン
教
室

「
I
T

講
習
会
」
で
は
、
初
め
て

パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る
初
心
者
を
対
象

と
し
て
、
1
2時
間
で
、
パ
ソ
コ
ン
の

基
本
操
作
(
文
字
入
力
な
ど
)

、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル
利
用

の
基
本
的
技
能
を
学
び
ま
す
。

8
月
の
I
T
講
習
会

―
参
加
者
募
集

往
復
(
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
各
講
習
会
の
申
込
先
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
開
催
場
所
に

は
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

・
生
涯
学
習
振
興
公
社
申
し
込
み
分
　

(
表
1
・
コ
ー
ス
番
号
I
～
1
8
)

申
・
問
先
=
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
事

業
推
進
課

〒
1
2
0・0
0
3
4

千
住
5
-
1
3
-
5

啻
(
5
8
1
3
)
3
7
3
0

・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
申
し
込
み
分
　

(
表
2
・
コ
ー
ス
1
9
～
U

申
・
問
先
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3

・
0
8
4
1

西
新
#
1
-
4
-
1
7
　
　
　

日
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

-

い
ず
れ
も
I

対
象
=
2
0
歳
以
上
の
都
民

定
員
=

各
コ
ー
ス
2
0人
(
抽
選
)

費
用
=

受
講
料
は
無
料
(
テ
キ
ス
ト
代
7
0
0円

の
実
費
負
担
あ
り
)

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
希
望
の
コ
ー
ス
番
号
、
住

所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)

、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
し
各
申
込

先
へ
(

全
コ
ー
ス
の
中
か
ら
1
人
I

コ
ー
ス
、
1
通
の
み
有
効
)
※
コ

ー
ス
番
号
・
場
所
を
確
認
し
、
記
載

も
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ

い

期
限
=
7
月
2
0日
必
着

▽
フ
ァ
ク
ス
情
報
案
内
中
。
受
話
器

付
き
フ
ァ
ク
ス
で

(
3
8
8
9
)
3
3
9
9
ヘ
ダ
イ
ヤ

ル
↓
コ
ー
ド
番
号
1
4
9
4
を
押
す

I
T
講
習
会
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課
I
T
事
業

(
3
8
8
0
)
5
2
2
9

表1　8 月のI T 講習会日程表( 生涯学習振興公社開催分)
※ 8 月 は 学 び ピ ア で の 開 催 は あ り ま せ ん

《往復ハガキの記入例》
表2　8 月のI T 講習会( 青少年センター開催分)

※ 8 月は土日のコースはありません

心
身
障
害
者
や

そ
の
家
族
対
象
I
T
講
習
会

パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
な
ど
基
本
的
な
操

作
に
つ
い
て
1
2
時
間
で
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

、
挑
戦
し
て
く
だ

さ
い
。
日
程
等
=

表
3

対
象
=
2
0

歳
以
上
の
都
内
在
住
の
心
身
障
害
者

お
よ
び
そ
の
家
族
(

介
護
者
が
必
要

な
場
合
は
、
各
自
で
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
)

費
用
=

無
料

※
た
だ

し

、
講
習
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費

定

員
=

各
1
5
人

場
・
申
先
=

足
立
あ

か
し
あ
園g

(
3
8
4
9
)
1
1
8

只
〉

隰
(
3
8
4
9
)
7
0
0
1

問
先
=

障
害
福
祉
計
画
係

g
(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

表3　 心身障害者やその家族対象I T 講習会日程

学

校
ア

ル

バ

ム

舎 人 小 学 校
舎人1- 25- 32

【
ま
ず
学
校
を
見
て
く
だ
さ
い
】

新
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
「
開
か
れ

た
学
校
」
を
創
っ
て
い
く
た
め
、
今

年
、
協
議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
「
百
聞
は
I

見
に
し
か

ず
」
の
と
お
り
、
多
く
の
方
々
に
見

て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。

「
い
つ
で
も
、
だ
れ
に
で
も
開
く
」

こ
と
で
新
し
い
教
育
の
創
造
を
め
ざ

し
ま
す
。

▽
特
色
あ
る
教
育
活
動

校
舎
裏
の
農
園
で
、
学
年
に
応
じ

た
栽
培
活
動
や
環
境
整
備
活
動
に
励

み
、
心
豊
か
な
子
ど
も
の
育
成
に
努

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
異
年
齢
集
団
の
中
で
社
会

性
や
協
調
性
を
育
て
よ
う
と
、
交
流

給
食
、
た
て
わ
り
遊
び
、
全
校
遠
足

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
柴
山

守
校
長
か
ら

1
0
8
年
目
を
迎
え
る
本
校
は
、
歴
史

と
伝
統
に
支
え
ら
れ
た
学
校
で
す
。

正
門
横
に
建
て
ら
れ
た
「
心
の
ふ

る
さ
と
舎
人
小
学
校
」
と
い
う
碑

に
、
学
校
に
対
す
る
地
域
か
ら
の
期

待
の
大
き
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

保護者とともにサツマ
イモの収穫 　

▼ 異学年での交流給食

入谷 南中学校
入谷1- 24- 1

【
地
域
の
中
で
育
つ
学
校
】

近
く
に
お
住
ま
い
の
菊
づ
く
り
名

人
に
よ
る
指
導
の
も
と
、
地
域
の
方

々
と
P
T
A

や
教
職
員
の
協
力
を
得

て
、
学
校
全
体
で
菊
づ
く
り
に
励
ん

で
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
、
天
候
に
応
じ
た
思

い
や
り
の
あ
る
育
て
方
な
ど
を
学
ぶ

と
と
も
に
、
地
域
関
係
機
関
へ
の
出

品
や
美
術
科
写
生
学
習
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
近
隣
の
小
学
校
も
参
加
し

て
の
イ
ベ
ン
ト
「
菊
フ
ェ
ス
タ
」は
、

今
年
で
3
年
目
を
迎
え
ま
す
。

運
動
会
に
長
寿
会
の
皆
さ
ん
を
招

待
す
る
な
ど
、
様
々
な
行
事
を
通
じ

て
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
、
地
域
か

ら
愛
さ
れ
る
学
校
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。

・
早
坂

隆
校
長
か
ら

大
変
近
代
的
な
校
舎
を
も
ち
、
生

徒
に
と
っ
て
生
活
し
や
す
い
学
習
環

境
に
あ
り
ま
す

。

地
域
や
保
護
者
か
ら
信
頼
さ
れ
、

「
入
谷
南
中
」
の
新
た
な
伝
統
づ
く

り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

昨年の菊フェスタで

「ロック・ソーラン節」
を披露 　

舎
人
小
、
舎
人
第
一
小

の
金
管
バ
ン
ド
も
盛
り
上

げ
ま
し
た

駅
め
ぐ
り

北
千
住
駅

「
う
そ
を
つ
く
と
閧
魔
さ
ま
に
舌

を
ぬ
か
れ
ち
ゃ
う
よ

」
と
、
子
ど
も

の
こ
ろ
言
わ
れ
た
お
ぼ
え
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
7

月
1
5
、
1
6
日
は
、
勝

専
寺
(
千
住
2
-
U

の
え
ん
ま
開

き
が
行
わ
れ
ま
す
。
縁
日
で
は
、
ラ

ム
ネ
や
金
魚
す
く
い
な
ど
、
昔
な
が

ら
の
露
店
が
並
び
と
て
も
に
ぎ
わ
い

ま
す
。

千
住
へ
行
け
ば
何
で
も
食
べ
ら
れ

る
、と
思
え
る
ほ
ど
食
文
化
が
充
実

し
て
い
ま
す
。駅
ビ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、

路
地
に
も
今
ど
き
の
飲
食
店
な
ど
が

増
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
、足
立
市
場

で
は
、
毎
日
新
鮮
な
魚
が
取
り
引
き

さ
れ
、
江
戸
前
の
お
い
し
い
す
し
を

食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

乗
降
客
が
、
1
日
約
3
7万
人
の

北

千
住
駅
。駅
前
も
再
開
発
で
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
周
辺
は
も
と
も

と
江
戸
の
宿
場
町
。
旧
道
沿
い
の
旧

家
や
数
件
残
る
蔵
は
、
江
戸
の
風
情

を
伝
え
て
い
ま
す
。
花
火
大
会
や
お

祭
り
見
物
な
ど
も
兼
ね
て
、
北
千
住

駅
周
辺
の
食
べ
歩
き
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

《
広
報
課
》

北千住駅界隈
▼

▼「新鮮な江戸前の
すしを味わって」

▲ 勝専寺門前
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く
ら
し
の
情
報

▽
6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
7
月
1
1日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
・
:申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

税
・
国
保
・
年
金

納
税
の
相
談
は
お
早
め
に

1
3年
度
第
1
期
の
特
別
区
民
税
・

都
民
税
の
納
期
限
が
過
ぎ
ま
し
た
。

納
期
限
後
は
、
高
率
の
延
滞
金

(年
率
1
4・
6
%
)

が
加
算
さ
れ
る

だ
け
で
な
く
、
納
付
さ
れ
な
い
と
き

に
は
、
差
し
押
さ
え
な
ど
の
処
分
を

受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事
情
が

あ
っ
て
納
付
で
き
な
い
場
合
や
、
そ

の
他
不
明
な
点
が
あ
る
と
き
は
、
早

め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=

納
税
課
納
税
第
丁

第
二
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
2
3
6
～
7

国
民
健
康
保
険
の

保
険
料
が
き
ま
り
ま
す

7
月
2
1日
に
「
国
民
健
康
保
険
料

決
定
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

1
3
年
度
住
民
税
の
確
定
に
伴
い
、

今
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
が
決
ま

り
ま
す
。
決
定
通
知
書
と
、
7
月
～

9
月
分
納
付
書
お
よ
び
一
括
払
い
込

み
用
(
7
月
～
3
月
全
納
用
)
納
付

書
を
郵
送
し
ま
す
。
た
だ
し
、
1
3年

度
住
民
税
が
確
定
し
て
い
な
い
方

(申
告
が
遅
れ
て
い
る
場
合
な
ど
)

は
、
1
2年
度
住
民
税
に
基
づ
い
て
計

算
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、

今
年
度
住
民
税
が
確
定
し
た
時
点

で
、
正
し
い
保
険
料
に
変
更
し
た
納

入
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

問
先
=

国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課
係

a
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

も
う
一
つ
の
国
民
年
金

国
民
年
金
基
金

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
な
ど

の
方
が
豊
か
な
ゆ
と
り
あ
る
老
後
を

実
現
す
る
た
め
に
、
基
礎
年
金
の
上

乗
せ
給
付
を
行
う
公
的
な
年
金
制
度

で
す
。

対
象
=
2
0
歳
以
上
6
0歳
未

満
の
第
一
号
被
保
険
者

掛
金
=
選

択
す
る
給
付
の
型
・
口
数
お
よ
び
加

入
時
の
年
齢
に
よ
り
決
ま
り
、
口
座

か
ら
の
自
動
引
き
落
と
し
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
掛
金
は
全
額
社
会
保
険

料
控
除
と
な
り
、
支
給
さ
れ
る
年
金

は
公
的
年
金
等
控
除
の
対
象
に
な
る

な
ど
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま

す
。
申
・
問
先
=
東
京
都
国
民
年
金

基
金

啻
(
5
2
8
5
)
8
8
0
0

ま
た
は
、
国
民
年
金
課
推
進
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
2

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
と
き
は
「
免
除
」の

ご相
談
を

経
済
的
な
理
由
で
、
ど
う
し
て
も

保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
方
は
、
申

請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
納
付
が
免
除

に
な
る
制
度
(
申
請
免
除
、
学
生
納

付
特
例
)
が
利
用
で
き
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
額
に
反
映
さ
れ
る

期
間
は
、
保
険
料
納
付
期
間
と
免
除

期
間
で
す
(
学
生
納
付
特
例
期
間
は

老
齢
基
礎
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
)
。

ま
た
、
障
害
に
な
っ
た
と
き
、
障

害
基
礎
年
金
の
受
給
申
請
に
は
、
保

険
料
の
納
付
要
件
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
納
付
が
困
難
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
先
=
国
民
年

金
課
保
険
料
係

日
(
3
8
8
0
)
5
8
4
4

障
害
基
礎
年
金

「
現
況
届
」の
提
出
を
忘
れ
ず
に

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
次

の
方
に
、「
現
況
届
」
の
用
紙
(
(

ガ

キ
形
式
)
を
6
月
2
9日
に
送
付
し
ま

し
た
。「
現
況
届
」
は
引
き
続
き
年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
手
続
き

で
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
必

ず
7
月
3
1日
ま
で
に
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
同
時
に
「
所
得
審
査
」

も
行
い
ま
す
の
で
、
所
得
が
な
い
場

合
で
も
、
未
申
告
の
方
は
、
前
年
分

(
1
2年
中
)
の
所
得
に
つ
い
て
区
民

税
の
申
告
を
済
ま
せ
て
お
い
て
く
だ

さ
い
(
1
3年
1
月
1
日
現
在
の
住
所

地
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
)
。
対
象
=
2
0

歳
前
の
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
る
障
害

基
礎
年
金
の
受
給
者
/
福
祉
年
金
か

ら
切
り
替
え
ら
れ
た
障
害
基
礎
年
金

の
受
給
者

問
先
=
国
民
年
金
課
給

付
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
4
9

皆
さ
ん
の
保
険
料
を
生
か
す

国
民
年
金
積
立
金
還
元
融
資
の
施
設

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
年
金
支

払
い
の
た
め
の
財
源
と
し
て
積
み
立

て
ら
れ
る
ほ
か
、
地
方
公
共
団
体
に

長
期
低
利
で
融
資
さ
れ
、
福
祉
施
設

の
建
設
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
年
金
積
立
金
還
元
融
資
」
を
受
け

て
建
設
さ
れ
た
主
な
施
設
=
中
央
本

町
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
/
中
央
本

町
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

問
先
=
国
民
年
金
課
推
進
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
8
5
2

生

活

環

境

住
居
表
示
を
実
施
し
ま
す

区
は
、
便
利
で
わ
か
り
や
す
い
ま

ち
を
つ
く
る
た
め
に
、
住
居
表
示
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
次
の
地
域

で
は
、
1
1月
1
7日
か
ら
実
施
し
ま

す
。
対
象
地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ

ん
に
は
、
1
0月
中
旬
に
新
住
所
の
お

知
ら
せ
お
よ
び
住
居
表
示
実
施
に
伴

う
諸
手
続
き
の
ご
案
内
・
住
所
変
更

通
知
用
(
ガ
キ
な
ど
を
お
届
け
し
ま

す
。

対
象
=
伊
興
町
白
幡
、
伊
興

町
狭
間
、
東
伊
興
町

問
先
=
戸
籍

住
民
課
住
居
表
示

大
日
本
印
刷
神
谷
工
場
建
設
事

業
の
環
境
影
響
評
価
調
査
計
画

書
の
公
示
お
よ
び
縦
覧
を
し
ま
す

縦
覧
期
間
1
7
月
H
日
～
8
月
9
日
　

(
土
・
日
・
祝
日
休
み
)
、
午
前
9
時

3
0
分
～
午
後
4
時
3
0
分
場
所
=
環

境
局
環
境
影
響
評
価
審
査
課
/
環
境

課
/
中
央
図
書
館
/
新
田
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
図
書
館

ま
た
、
こ
の
環
境
影

響
評
価
調
査
計
画
書
に
つ
い
て
、
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
先
=
都
環
境
局
環

境
影
響
評
価
審
査
課

啻
(
5
3
8
8
)
3
4
4
0

ま
た
は
、
区
環
境
課

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
3
5

き
れ
い
な
空
を
取
り
戻
す
た
め
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

大
気
汚
染
の
1
2年
度
測
定
結
果

区
で
は
、
鹿
浜
・
東
和
・
宮
城
の
3

監
視
室
で
大
気
汚
染
の
状
況
を
常

時
測
定
し
て
い
ま
す
(
表
I
)
。

昨
年
度
に
続
き
、
二
酸
化
窒
素
の

測
定
値
は
3
監
視
室
と
も
環
境
基
準

値
以
下
で
し
た
。
二
酸
化
硫
黄
は
、

1
年
間
を
と
お
し
て
み
る
と
、
環
境

基
準
を
達
成
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
三
宅
島
の
火
山
性
ガ
ス
の
影
響

で
、
1
時
間
あ
た
り
の
環
境
基
準
値

を
超
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
昭
和
5
0年
代
以
来
の
こ
と
で

す
。
浮
遊
粒
子
状
物
質
は
鹿
浜
監
視

室
で
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
3

監
視
室
と
も
、
環
境
基
準
を
達
成
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
酸
性
雨
の
測
定
で
は
、
年

平
均
p
H
値
4
.
5
と
、
酸
性
の
雨
が
降

り
続
い
て
い
ま
す
。

環
境
を
良
く
す
る
た
め
に
、
マ
イ

カ
ー
の
使
用
を
控
え
て
大
気
汚
染
の

主
な
原
因
で
あ
る
自
動
車
排
気
ガ
ス

を
減
ら
す
な
ど
、
皆
さ
ん
の
よ
り
一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
環
境
課
調
査

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
3
5

表1　12 年度の年間平均値

○ … 3 監視室とも環境基準を達成した
× … 3 監視室の全部または一部で達成しなかった

ご
存
知
で
す
か

沿
道
地
区
計
画
制
度

区
で
は
、
幹
線
道
路
の
沿
道
の
道

路
交
通
騒
音
に
よ
り
生
じ
る
障
害
の

防
止
と
、
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地

利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
国
道
4

号
線
(
荒
川
以
北
)
と
環
状
7
号
線

沿
道
の
沿
道
地
区
計
画
を
定
め
て
い

ま
す
。

沿
道
地
区
計
画
の
区
域
内
(
沿
道

の
お
お
む
ね
3
0メ
ー
ト
ル
)
に
お
い

て
次
の
行
為
を
行
ケ
場
合
は
、
建
築

確
認
申
請
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
そ

れ
と
は
別
に
、
当
該
行
為
の
着
手
の
3
0

日
前
ま
で
に
届
出
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更

▽
建

築
物
の
新
築
、
改
築
ま
た
は
増
築

▽
建
築
物
の
用
途
、
形
ま
た
は
色
彩

な
ど
の
変
更

沿
道
地
区
計
画
に
伴
ラ
条
例
施
行

前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
な
ど
に
つ
い

て
は
、
居
室
(
沿
道
の
お
お
む
ね
2
0
m

の
区
域
内
)
に
対
す
る
防
音
工
事

費
一
部
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
騒
音
が
背
後
へ
通
り
抜
け

な
い
よ
う
な
建
物
(
緩
衝
建
築
物
)

に
す
る
た
め
の
建
築
費
な
ど
を
一
部

助
成
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
問
先
=
建
築

防
災

日
(
3
8
8
0
)
5
9
5
2

便
利
で
安
心
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

[特
別
区
民
税
・
都
民
税
、
国
民

健
康
保
険
料
、
国
民
年
金
保
険
料
]

申
込
=
窓
口
に
預
(
貯
)
金
通
帳
、

通
帳
印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書
を
持

参

申
先
=
預
(
貯
)
金
口
座
の
あ

る
金
融
機
関
(
郵
便
局
を
含
む
)
、ま

た
は
区
担
当
窓
口
、
区
民
事
務
所

問
先
=

▽
特
別
区
民
税
・
都
民
税
…

納
税
課
収
納
係

▽
国
民
健
康
保
険

琴
:
国
民
健
康
保
険
課
収
納
管
理
係

▽
国
民
年
金
保
険
料
:
由
民
年
金
課

保
険
料
係

建 築 設 備 の定 期 報 告
学校、病院、ホテル、共同住宅
など多数の人が利用する特殊建築
物のうち、区長が指定する一定規
模以上の建築物に設置されている
建築設備( 換気設備、排煙設備、
非常用の照明装置、給排水設備)
の所有者や管理者は、毎年定期的
に検査資格者の検査を受け、その
結果を区に報告するよう定められ
ています。

この制度は、建築設備の適正な
維持管理をはかり、安全、衛生、
防火、避難の現状を的確に把握し
災害を未然に防止しようとするも
のです。 提出先=( 財) 日本建
築設備・昇 降機セ ンター 〒105
一〇〇〇1港区虎ノ門1- 13- 5 第一
天徳ビル6F273591- 2421
問先= 建築課設備係

03880- 5278

定期検査対象建築物および対象建築設備

足立区建築基準法施行細則により、定期報告を要する建築設備として指定されたものは、下表の( い) 欄の用途、(ろ) 欄の規模に該当する建築物に設置
された( は) 欄の建築設備です。

( 注) 「A 」とは、当該用途に供する部分の床面積の合計を示し、「F ≧3 」とは、3 階以上の階に当該用途に供する部分の床面積の合計が100㎡を越えるものを示す。
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自
転
車
事
故
に

気
を
つ
け
て
!

自
転
車
は
手
軽
で
便
利
な
乗
り
物

と
し
て
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
通
勤
・
通
学
や
買
い
物
な
ど
幅
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
は

自
転
車
利
用
者
の
信
号
無
視
や
安
全

不
確
認
、
夜
間
の
無
灯
火
運
転
な
ど

交
通
マ
ナ
ー
の
低
下
や
ル
ー
ル
違
反

に
よ
る
交
通
事
故
・
迷
惑
行
為
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。

昨
年
に
区
内
で
発
生
し
た
自
転
車

利
用
者
に
よ
る
事
故
は
千
6
4
8
件
(
全

体
の
3
7
%
)で
し
た
。
今
年
に
大
っ

て
か
ら
、
自
転
車
利
用
者
に
よ
る
事

故
で
、
既
に
3
人
の
方
が
亡
く
な
ら

れ
、
5
月
末
現
在
の
発
生
件
数
を
前

年
と
比
べ
る
と
3
5件
も
増
え
て
い
ま

す
。
交
通
事
故
は
、
一
瞬
の
油
断
が

悲
惨
な
結
果
を
招
い
て
し
ま
い
ま

す
。
交
通
ル
ー
ル
ーマ
ナ
ー
を
し
っ

か
り
守
っ
て
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
急
い
で
い
て
も
必
ず
一
時
停
止
を

自
転
車
事
故
で
一
番
多
い
の
は

「
飛
び
出
し
」
に
よ
る
事
故
で
す
。

見
通
し
の
悪
い
交
差
点
や
路
地
か

ら
、
大
通
り
に
出
る
と
き
は
、
必
ず

一
時
停
止
を
し
て
、
左
右
の
安
全
確

認
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
守
ろ
う
!

交
通
ル
ー
ル

二
人
乗
り
は
(
ン
ド
ル
操
作
が
不

安
定
に
な
り
、
事
故
を
起
こ
し
や
す

い
の
で
危
険
で
す
。
ま
た
、
ほ
か
の

自
転
車
と
並
ん
で
走
っ
た
り
す
る
こ

と
は
通
行
の
妨
げ
に
な
る
の
で
や
め

ま
し
ょ
う
。
歩
道
を
通
る
と
き
は
、

自
転
車
は
車
道
側
を
通
行
し
、
歩
行

者
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
徐
行
や
一
時

停
止
を
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

・
暗
く
な
っ
て
き
た
ら
ラ
イ
ト
を

周
囲
が
暗
く
な
っ
て
き
た
ら
、
必

ず
ラ
イ
ト
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
曲
が
h
(

角
は
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
反
射
材
の
活
用
や
明
る
い
色

の
服
装
を
身
に
つ
け
る
な
ど
、
暗
く

て
も
目
立
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
先
=
交
通
安
全
係

催
し
物
ガ

イド

第
1
回
海
の
日

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

7
月
2
0日
の
「
海
の
日
」
に
、
明

る
く
さ
わ
や
か
な
合
唱
を
お
聴
き
く

だ
さ
い
。

日
時
=
7
月
2
0日
貎
、
子
ど
も
の
部

…
午
後
1
時
開
演
、
大
人
の
部
・
:午

後
6
時
3
0分
開
演

場
所
=
ギ
ャ
ラ

ク
シ
テ
ィ
(
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
)

費
用
=
子
ど
も
の
部
・
:無
料
、
大
人

の
部
…
5
0
0円

申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ

問
先
=
文
化
振
興
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

郷
土
博
物
館
の
講
座
募
集

資
料
鑑
賞
講
座
「
浮
世
絵

に
親
し
む
会
」
(
第
2
期
)

普
段
は
ケ
ー
ス
の
ガ
ラ
ス
越
し
で

し
か
見
ら
れ
な
い
郷
土
博
物
館
の
浮

世
絵
に
、
身
近
に
接
す
る
こ
と
が
で

き
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

日

時
等
=
第
1
回
、
7
月
9
1一日
出

「
浮

世
絵
の
な
か
の
千
住
大
橋
」
/
第
2

回
、
8
月
1
8
日
出
「
足
立
か
ら
眺
め

た
富
嶽
」
/
第
3
回
、
9
月
1
5
日
出
　

「
足
立
名
所
案
内
」
、
各
回
と
も
午
後

2
時
～
4
時
対
象
=
全
回
出
席
可

能
な
方

定
員
=
5
0人
(
抽
選
)

費
用
―
無
料

申
込
=
往
復
(
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
連
絡

先
に
「
浮
世
絵
に
親
し
む
会
」
希
望

と
明
記

期
限
=
7
月
1
5日
必
着

場
・
申
・
問
先
=
〒
1
2
0・0
0
0
1

大

谷
田
5
-
2
0
-
I

郷
土
博
物
館
　

a
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

教
育
相
談
の
お
知
ら
せ

学
校
に
行
く
の
を
嫌
が
る
、
言
葉

が
遅
い
な
ど
、
お
子
さ
ん
の
教
育
上

の
悩
み
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
面
接
相
談
・
:
日
時
=
毎
週
月
～
金

曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
、午
前
9
時
～

午
後
5

時

申
込
―
電
話

場
・

申
・
問
先
=
教
育
研
究
所

豐
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室啻

(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室豐

(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

▽
電
話
相
談
…
日
時
=
毎
週
月
～
金

曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
午
前
9
時
～

午
後
4
時
3
0分

申
・
問
先
=
教
育

研
究
所
啻
(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

▼ 舎人公園浮球の池: 7月20
日～9月9日開催( 12年撮影)

―
お
知
ら
せ
―

あ
だ
ち
広
報
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
7

月
1

日
号
1
6
ぺ
1
-
-。ジ
で
紹
介
し
た
大
鷲

神
社
へ
の
バ
ス
路
線
は
、
本
数
が
非

常
に
少
な
い
た
め

、
竹
の
塚
駅
東
口

か
ら

、
東
武
バ
ス

「
花
畑
団
地
行
」

終
点
下
車
、
徒
歩
1
0
分
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

《
広
報
課

》

め
ざ
せ
　子
ど
も
一
茶

※
「
俳
句
の
ひ
ろ
ば
m

」
か
ら
紹
介
。
学
年
は
発
表
当
時
の
も
の

貝
が
ら
の
向
こ
う
に
聞
こ
え
る
夏
の
声

柳
原
小
学
校
五
年

石
山

純

僣
カ
ミ
ナ
リ
と
家
ま
で
つ
づ
く
お
に
ご
う
こ

北
鹿
浜
小
学
校
二
年

市
川

香
澄

足
元
を
波
が
打
ち
よ
せ
夏
始
ま
り

渕
江
第
一
小
学
校
六
年

大
岡

由
理
佳

夏
草
の
に
お
い
と
と
も
に
列
車
ゆ
く

第
五
中
学
校
三
年

石
塚

修
平

風
鈴
や
音
さ
ま
ざ
ま
に
夏
の
風

伊
興
中
学
校
三
年

岩
谷

彩
加

《
評
‥⑥
の
つ
い
た
句
》

「
お
に
ご
っ
こ
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
カ
ミ
ナ
リ
が
相
手
で
は
こ
わ
か
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
家
ま
で
の
時
間
の
長
さ
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
で
す
。

炎
天
寺
　
住
職
　
吉
野
孟
彦

足
立
区
職
員

〔
福
祉
(
保
育
士
)
〕採
用
選
考

試
験
日
=
8
月
2
6
日
採
用
予
定

日
=
1
4
年
4
月
1
日
以
降
資
格
等

=
表
2
申
込
書
配
布
場
所
=
職
員

課
人
事
係
窓
口
、
ま
た
は
郵
送
請
求
　

(
送
付
先
住
所
を
記
入
し
2
0
0
円
分
の

切
手
を
貼
付
し
た
角
2
サ
イ
ズ
の
封

筒
を
送
付
し
て
く
だ
さ
い
)
申
込

=
郵
送
(
簡
易
書
留
に
限
る
)
ま
た

は
持
参
期
限
=
▽
郵
送
・
:
8
月
6

日
消
印
有
効
▽
区
役
所
へ
持
参
・
:

7
月
2
日
～
8
月
6
日
、
午
前
9
時
～

午
後
5
時
(
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
)

申
・
問
先
=
足
立
区
役
所
職

員
課
人
事
係
〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央

本
町
I
-
1
7
-
I

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
3
1

表2　 試験区分および受験資格の概要

掲
示
板

・
東
京
都
介
護
支
援
専
門
員
試
験

試
験
日
=
1
1
月
H
日
㈲
、
午
前
1
0
時

受
験
要
項
配
布
場
所
―
区
・
介
護
保

険
課
、
在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
期
限

=
8
月
3
日
申
・
問
先
=
東
京

都
地
域
福
祉
財
団
介
護
保
険
事
業
課
　
　
　

啻
(
5
2
8
5
)
8
5
5
0

・
助
産
婦
と
話
し
て
み
ま
せ
ん
か

日
時
=
毎
月
第
4
土
曜
日
、
午
後
1

時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
場
所
=
女
性

総
合
セ
ン
タ
ー

内
容
=
出
産
や
育

児
の
相
談
等

問
先
=
足
立
助
産
婦

会

啻
(
3
8
8
8
)
3
3
5
9

・
東
京
都
職
員
採
用
試
験

募
集
職
種
等
=

Ⅲ
類
事
務
1
5
人
程

度
、
経
験
者
事
務
1
0人
程
度

案
内

配
布
場
所
=
都
庁
第
一
、第
二
庁
舎
、

各
1

、
2
階
案
内
所
等

申
込
等
=

▽
郵
送
…
8
月
1
0日
消
印
有
効

▽

持
参
…
8
月
1
3㈲
、
1
4日
都
庁
第
二

庁
舎
I
階
臨
時
窓
口

問
先
=
東
京

都
人
事
委
員
会
事
務
局
試
験
課

啻
(
5
3
2
0
)
6
9
5
2

・

公
開
講
座

場
所
=

足
立
新
田
高
校

内
容
=

近

代
の
古
文
書
を
読
む
/

「
は
じ
め
よ

う
パ
ソ
コ
ン
と
イ
ン
タ
ー
-
-
・
ネ
ッ
ト
」

く
わ
し
く
は

、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

問
先
=

足
立
新
田
高
校

啻
(
3
9
1
4
)
4
2
1
1

・

労
働
セ
ミ
ナ

ー

「
判
例
・
法
令
に
学
ぶ
退
職
時
の
卜
-

フ
ブ
ル
回
避
術
」

日
時
等
=

①
7

月
2
3
日
(

月
)

、

「退
職
金
不
支
給
と
減
額
を
め
ぐ
っ

て
」
/
②
7
月
2
4
日
(
火
)
、
「退

職
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
」
等
、各
回

と
も
午
後
1
時
3
0
分
～
4
時
3
0
分

場
所
=

北
千
住
ル
ミ
ネ
内
ウ
ィ
ズ
サ

ロ
ン

申
込
=
電
話

問
先
=
王
子

労
政
事
務
所
普
及
係

日
(
3
9
0
0
)
0
1
1
7

・
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
(
2
級
)

日
程
=
8
月
4
日
～
1
1
月
1
0
日
場

所
=

う
め
だ
・
あ
け
ぼ
の
治
療
教
育

職
員
養
成
所
(

梅
田
7
-
1
9
-
2
3
)

定
員
=
4
0
人
(

先
着
順
)

受
講
料
=
7

万
3

千
8
0
0円

申
・
問
先
=

労

協
セ
ン
タ
ー
事
業
団

日
(
3
8
7
9
)
7
4
6
4

参
議
院
議
員
選
挙
の

お
知
ら
せ

・
投
票
所
が
I
時
変
更
に
な
る
地
域

が
あ
り
ま
す

▽
辰
沼
二
丁
目
、
北
加
平
町
、
神
明

一
、
二
丁
目
(
1
番
～
6
番
)
、
神
明

三
丁
目
(
1

番
～
1
0
番
)
、神
明
南

一
、
二
丁
目
に
お
住
ま
い
の
方
へ
…

車
只
都
議
会
議
員
選
挙
ま
で
は
、
第

十
三
中
学
校
が
投
票
所
で
し
た
が
、

改
築
工
事
の
た
め
、
参
議
院
議
員
選

挙
は
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

に
投
票
所
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

▽
青
井
二
丁
目
、
弘
道
一
丁
目
、
弘

道
二
丁
目
(
1

番
～
1
5番
)
に
お
住

ま
い
の
方
へ
・
:第
十
一
中
学
校
は
改

築
工
事
中
で
す
。
東
京
都
議
会
議
員

選
挙
か
ら
、
第
3
6投
票
区
の
投
票
所

は
引
き
続
き
弘
道
第
一
小
学
校
と
な

つ
て
い
ま
す
。

・
不
在
者
投
票
場
所
の
ご
案
内

不
在
者
投
票
は
、
区
内
5
ヵ
所
(

表
3
)
で
受
け
付
け
ま
す
。

・
参
議
院
比
例
代
表
選
挙
が
非
拘
束

名
簿
式
と
な
り
ま
し
た

こ
れ
ま
で
の
参
議
院
比
例
代
表
選

挙
は
、
あ
ら
か
じ
め
政
党
の
側
で
候

補
者
の
当
選
順
位
を
決
め
て
お
く
方

式
(
拘
束
名
簿
式
)
で
、
有
権
者
は

政
党
名
を
記
載
し
て
投
票
し
ま
し

た
。こ

れ
に
対
し
、
新
た
に
導
入
さ
れ

た
非
拘
束
名
簿
式
は
、
名
簿
で
は
当

選
順
位
は
決
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
有

権
者
が
候
補
者
ま
た
は
政
党
名
の
い

ず
れ
か
を
記
載
し
て
投
票
す
る
方
式

で
、
有
権
者
は
当
選
さ
せ
た
い
候
補

者
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問

先
=
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

啻
(
3
8
8
0
)
5
5
8
1

表3　 不在者投票受付一覧

※ 不在者投票時間は午前8時30分～午後8時まで
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―
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
全
国
強
調
月
間
―

子
ど
も
の
サ
イ
ン
に
注
意
し
て
!

も
っ
と
親
子
で
向
き
合
っ
て
み
よ
う

毎
年
7
月
は
、
青
少
年
の
非
行
防

止
と
保
護
の
徹
底
を
図
る
強
調
月
間

で
す
。
夏
休
み
を
前
に
非
行
防
止
に

対
す
る
共
通
の
認
識
を
深
め
、
青
少

年
の
健
全
育
成
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
先
=
生
涯
学
習
課
調

整
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
5

夏
休
み
の
開
放
感
に
注
意

学
校
が
夏
休
み
に
な
る
7
～
8
月

は
、
そ
の
開
放
感
か
ら
、
子
ど
も
た

ち
が
非
行
に
走
り
が
ち
に
な
り
ま

す
。
そ
の
大
切
な
期
間
を
親
は
正
し

く
見
守
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

逃
さ
な
い
。
子
ど
も
の
サ
イ
ン

子
ど
も
た
ち
が
非
行
に
走
る
前
に

は
、
様
々
な
態
度
や
行
動
に
、
心
の

揺
ら
ぎ
を
読
み
取
れ
る
危
険
信
号
、

い
わ
ゆ
る
何
ら
か
の
サ
イ
ン
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
サ
イ
ン
を
見
逃
さ

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
会
話
を

親
を
は
じ
め
、
周
囲
の
大
人
た
ち

に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
子
ど
も

の
心
に
き
ち
ん
と
向
き
合
い
、
子
ど

も
の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
で
す
。

簡
単
な
あ
い
さ
つ
な
ど
か
ら
、
日
ご

ろ
か
ら
の
会
話
を
心
が
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
子
ど
も
の

非
行
行
為
に
対
し
て
無
関
心
に
な
ら

ず
、
声
を
か
け
注
意
す
る
姿
勢
を
持

つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

困
っ
た
と
き
は
相
談
を

子
ど
も
が
非
行
に
走
る
な
ど
の
兆

候
に
気
付
い
た
ら
、
早
め
に
相
談
を

し
ま
し
ょ
う
。

台
東
少
年
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
2
8
)
1
0
4
4

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ナ
ー

啻
(
3
5
8
0
)
4
9
7
0

第11回あだち子どもフェスティバル

舞 台 演技出 演団 体 募
集

( 子どもを対象とした出し物)

「あだち子どもフェスティバル」のホ

ール部門の出演団体を募集します。子ど

もの団体はもちろん、大人の団体でも子
ども対象の内容であれば歓迎です。 日
程=9 月23日(日) 場所= ギ ャラクシテ

ィ・西新井文化ホ ール 内容= 楽器 演
奏・児童劇・会場でのクイズ大会など

申込= 電話 申・問先= 青少年センター

S3890- 0061

児 童 館の
催

し

・
千
住
児
童
館
「
三
世
代
交
流
・
千

住
夏
ま
つ
り
～
あ
そ
び
発
見
伝
～
」

つ
く
ろ
う
、
遊
ぼ
う
、
食
べ
よ
う

な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
で
三
世
代
が
交
流

し
ま
す
。

日
時
=
7
月
2
2日
㈲
、

午
前
1
0時
3
0分
～
午
後
1
時

場
所
=

元
町
団
地
I
・
2
号
棟
ピ
ロ
テ
ィ

費
用
=
無
料

申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ

問
先
=
千
住
児
童
館
老
人
館

啻
(
3
8
8
2
)
2
7
6
1
n

・
西
部
児
童
館
「
お
ば
け
や
し
き
」

日
時
=
7
月
2
7
日
、
午
後
2
時
～

4
時

対
象
=
幼
児
と
保
護
者
、
小

学
生
以
上

費
用
=
無
料

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
西

部
児
童
館
老
人
館

啻
(
3
8
9
7
)
5
0
1
6

・
西
保
木
間
児
童
館
「
大
人
も
子
ど

も
も
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
」

日
時
=
7
月
2
8
日
倒
、
午
後
1
時
～

8
時
3
0分

※
7
月
2
5日
と
2
6日
の

午
後
2
時
か
ら
事
前
準
備
会
あ
り

場
所
=
元
渕
江
公
園

対
象
=
小
学

生
以
上
(
小
学
1
年
生
は
保
護
者
同

伴
)

費
用
=
2
0
0円(
夕
食
代
)

申
込
=
電
話

期
限
=
7
月
1
3日

申
・
問
先
=
西
保
木
問
児
童
館

晋
(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

親子で参加しよう

☆消費者センターの催し☆
● 第1 ・2 回夏休み親子実験教室
①食品添加物って何だろう
食品の中に含まれている添加物( 着色剤・発色剤な

ど) について、簡単な実験をして学びます。
②マイ乾電池を作ろう
自分だけの乾電池を作りながら、電気のしくみなど

を学びます。
日時=①8月1日㈲②8月2日㈲、いずれも午前10
時～正午場所=エル・ソフィア対象=区内在住の
小・中学生の親子( ただし、小学4 年生以上は子ども
だけでも可) 定員=30 組( 先着順) 申込= 電話
● 夏休み親子消費者講座『バス見学会』
牛乳、しょう油工場を見学します。日時=8月21

日㈹、午前9時～午後5時見学場所=雪印乳業野田
工場、キッコーマン「もの知りしょうゆ館」 集合場
所= エル・ソフィア 対象= 区内在住の小学生以上の
子とその保護者 定員=40 人( 抽選) 申込= 往復八
ガ牛に参加者全員の氏名、住所、電話番号、子どもの
学年を明記 ※ ハガキ1 枚で3 人まで申込可 期限=7
月25日必着

- いずれも一
費用= 無料 申・問先= 消費者センタ一 〒123一
〇851梅田7 一33一103880 ―5385

区民 が つく る区 民の まつり 開 催

あ だ ち
ま つりA- F e s t

a

2

0
0 1

10
月13 日(土) 14 日(日)

会場荒 川 河 川敷 「 虹 の 広 場 」

記念Tシャツ発売!

f ! ・ツコン萌lり躙凸1シ¶・ツ。曜差
はまコりl l i 二曷てられま! 1。
サゼフ ―M・L ・LL
瘧晧t l j l l ! f xl ( 限込)

χ

賑売屬拶i =晧! s支繻譚 一
区a` 糲蠅苔二F畦区民● 稲蓆

協賛企業募集中!
庄篳・同 応 のみな さ ん の
フ ログラ ム へ叩 畝自 肓愿,

匍i 協麌を=l 麹し ています。

問 先= 区民 まつり 竇尋 会夢簡 屬・〔t鴟 妓 閨 諏〕● 3SBO- 5856

スケッチあ だち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係 　3880- 5815( 直通)

小 ・ 中 学 生 の い じ め 相 談

月曜日～金曜日(祝日を除く)、午前9時～午後4時30分

3880- 5577( 教育委員会教育指導室内)

カズ山本が
やってきた

6
月
6
日
、
西
部
区
民
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
1
2ブ
ロ
ッ
ク
家

庭
教
育
学
級
合
同
開
講
式
で
、

元
プ
ロ
野
球
選
手
・
カ
ズ
山
本

さ
ん
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

九
州
・
福
岡
で
P
T
A

副
会
長

を
務
め
る
と
い
う
山
本
さ
ん
は

「
親
に
感
謝
す
る
気
持
ち
を
忘

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
夢
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が

大
切
」
と
、
集
ま
っ
た
P
T
A

や
子
ど
も
た
ち
に
熱
い
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

▲

ボ
ー
ル
の
投
げ

方
な
ど
を
子
ど
も
た

ち
に
指
導

手
作
り
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

B
E
S
T

☆
D
R
E
A
M

千
住
児
童
館
で
活
動
し
て
い
る
中
高
生
た
ち

に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
6
月
2

日
、
千
住
区
民
ホ
ー
ル
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
千
住
大
川
町
在
住
の
菅
谷
英
一
さ
ん
(
1
8
)

を
中
心
に
、
地
域
の
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
総
勢
2
9人
が
集
ま
り
、
企
画
か
ら
脚
本
・
演

出
な
ど
す
べ
て
自
分
た
ち
で
作
り
上
げ
た
も
の
。

す
ば
ら
し

い
演
技
や

歌
、
ダ
ン

ス
な
ど
で

感
動
的
な

舞
台
を
繰

り
広
げ
ま

し
た
。

▲ 少女が歌手になる夢を実現させる感動
の物語

使
用
済
み
切
手
も

捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い

六
町
三
丁
目
町
会
で
は
、
5
年
間
か
け
て
集

め
た
使
用
済
み
切
手
を
、
こ
の
ほ
ど
福
祉
施
設

に
寄
付
し
ま
し
た
。

無
意
識
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
使
用
済
み
切

手
も
、
切
手
愛
好
家
に
購
入
さ
れ
、
「
捨
て
れ

ぱ
ご
み

使
え

ば

宝
」
と
な
り
ま
す
。

「
小
さ
な
善
意
で
す

が
、
少
し
で
も
社
会

に
貢
献
し
た
い
」
と

い
う
町
会
の
方
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

が
、
段
ボ
ー
ル
7
箱

分
に
な
り
ま
し
た
。

～二千年の時を超えて～

大賀ハスが見ごろ

昭
和
2
6年
、千
葉
県
検
見

川
で
ひ
と
つ
の
(
ス
の
実

が
、
大
賀
一
郎
博
士
に
よ
り

掘
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
最
古
の
い
の
ち

は
、
そ
の
後
大
賀
博
士
を
は
じ
め
大
勢
の
協
力

者
の
努
力
に
よ
り
開
花
し
ま
し
た
。

足
立
区
で
は
、
昭
和
6
2年
に
白
旗
塚
史
跡
公

園
の
開
園
の
際
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
枯

死
。平
成
1
0年
、
足
立
堀
之
内
公
園
(
堀
之
内
2
-
1
-
1
)

の
池
を
(
ス
田
に
改
良
し
て
、

再
び
栽
培
に
挑
戦
し
、
昨
年
池
い
っ
ぱ
い
に
花

を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
賀
(
ス

は
、
毛
茸
と
い
わ
れ
る
細
か
い
毛
に
覆
わ
れ
た

葉
か
ら
、
す
っ
と
立
っ
た
茎
の
上
に
、
淡
い
ピ

ン
ク
色
の
八
重
の
花
び
ら
を
つ
け
ま
す
。

今
年
は
、
例
年
よ
り
や
や
早
く
開
花
し
8
月

上
旬
ま
で
花
が
見
ら
れ
そ
う
で
す
。日
が
高
く

な
る
と
花
が
閉
じ
て
し
ま
う
の
で
、
見
に
行
く

の
は
午
前
中
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

古紙配合率75% 再生紙を使用しています A. M　229, 000


